
※成田空港を起点または終点とするトリップの経路
走行台数はサンプルベース（全数ではない）
高規格道路（NEXCO及び首都高管理路線） 、北千葉道路のみ表示

出典：ETC2.0プローブデータ（R5.10全日）
対象車種：全車

成田空港発着車両の利用経路

○成田空港発着車両の約７割が、京葉道路・東関東自動車道を利用
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約７割

成田空港

走行台数（台）

40,000
以上

1,000 10,0000 100 20,000

その他
経路※4
利用

アクア
ライン
利用

圏央道
利用

北千葉
道路
利用※3

外環
利用※2

都内経由※1

都道府県 東関道
利用

京葉道
利用

37%0%63%0.3%0%0%0%茨城県

8%0%83%1%3%3%1%栃木県

6%0%50%1%29%9%5%群馬県

6%0%14%4%48%15%12%埼玉県

53%0%2%5%2%33%6%千葉県

3%0.2%0.3%1%1%71%23%東京都

5%2%0.3%1%0%86%6%神奈川県

9%0%1%0.4%1%67%22%山梨県

22%0.2%6%3%5%49%14%合計

※1外環の内側 (千葉県内発着は除く)
※2京葉道路または東関道を経由して成田空港を発着
※3鎌ケ谷市（鎌ケ谷消防署前交差点）から成田市（押畑インター交差点）間を対象に集計
※4 一般道およびその他高規格道路を経由

千葉県

茨城県

埼玉県

群馬県 栃木県

神奈川県

山梨県

東京都

圏央道

圏央道

中央自動車道

圏央道利用

６％

北千葉道路利用

３％

外環利用

５％

都内経由（東関東道）

４９％

都内経由（京葉道路）

１４％都内
（外環内側）



成田空港をとりまく千葉県内の高規格道路ネットワーク

○東京外環自動車道と成田空港を最短で結ぶ北千葉道路は、起点側と終点側で事業を実施中
○圏央道東側の未開通区間の大栄JCT～松尾横芝IC間は令和8年度に開通予定※1

○高谷JCT周辺から蘇我IC周辺・市原IC周辺に至る新湾岸道路は令和6年度から概略ルート・構造の検討に着手
北千葉道路

東京外環
（千葉県区間）

三郷南IC～高谷JCT
平成30年開通

事業中
（印西～成田）

開通済

開通済

一部暫定2車線

（暫定供用含）

令和8年度開通予定
※1大栄JCT～国道296号IC(仮称)間
は1年程度前倒しでの開通を目指す

圏央道（大栄～松尾横芝）

都市計画・環境アセスメント
手続きが完了した区間
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大栄JCT

松尾横芝IC

事業中

成田JCT

三郷南IC

(仮称)
北千葉JCT

高谷JCT

蘇我IC

市原IC

（市川・松戸）

新湾岸道路
【調査中】
（外環高谷ＪＣＴ周辺から
蘇我ＩＣ周辺ならびに
市原ＩＣ周辺まで）

2車線4車線6車線以上

車線数

凡 例

供用中

事業中

調査中

※2：令和５年７月から、上り線（木更津→川崎方面）において、土日・
祝日に時間に応じて料金を変動させる社会実験の取組を実施中

土日・祝日に上り線の
料金変動実施中 ※2

令和6年9月3日 第1回
首都圏空港道路ネットワーク検討分科会資料再掲



新湾岸道路の概要
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◯新湾岸道路は、外環高谷JCT周辺から蘇我IC周辺ならびに市原IC周辺を結ぶ高規格道路

◯新たな高規格道路ネットワークの形成により、湾岸地域のポテンシャルを十分に発揮させ、我が国の国際競争力の
強化や首都圏の生産性向上、湾岸地域の更なる活性化を図る

■検討区間の概要

外環高谷JCT周辺

起点

市原IC周辺

終点

蘇我IC周辺

終点

東関道

千葉東金道路

E14

E51

C3

E51

花見川区

中央区

美浜区
若葉区

稲毛区

緑区

千葉県

習志野市

千葉市

佐倉市

四街道市

浦安市

市川市

船橋市

八千代市

長柄町

市原市

八街市

茂原市

酒々井町E14

京葉道路

E82

C4

外
環
道

凡 例

高速道路・
一般有料道路4車線 2車線 事業中

供用中

一般国道

6車線以上

4車線 2車線 事業中

供用中

6車線以上

調査中路線

東京都

出典）「国土数値情報（行政区域・鉄道・河川）」（国土交通省）を加工して作成

車線数は全国道路・街路交通情勢調査(R3)を基に分類した。

※調査中路線は、概ねのルートを図示しているものではない

千葉県湾岸地域における
規格の高い道路計画の基本方針

【求められるサービスレベル】

〇多車線の自動車専用道路

【起終点】

〇外環高谷JCT周辺から

蘇我IC周辺ならびに市原IC周辺

【配慮事項等】

○千葉県三番瀬再生計画との整合

○地域の生活環境に配慮

○既存の都市計画や県の確保済用地を有効活用

概略ルート・構造の検討（計画段階評価含む）

○沿線地域へ丁寧に説明し、広く意見を聴取

○国、県、沿線市が一体となって検討を進める

令和6年9月3日 第1回
首都圏空港道路ネットワーク検討分科会資料再掲

出典：新湾岸道路有識者委員会（令和6年8月）資料



■湾岸地域の主な都市開発

○開発面積約1.1ha
○住宅（約870戸）、商業、業務等
○R12年竣工・入居予定

開発 （市川市）

（整備方針） （住宅イメージ）

出典：市川市ホーページ

○開発面積約1.1ha(2地区計)
○住宅、ホテル、商業、事務所、防
災倉庫等
○R5年度完成

千葉駅周辺の市街地再開発事業
【千葉駅東口、新千葉2・3地区等】（千葉市）

出典：千葉市ホーページ

（千葉駅東口） （新千葉第2・3地区）

○開発面積約4.5ha
○住宅（約345戸）、商業、福祉等
○R5～8年開業入居予定

JR
（船橋市）

出典：船橋市ホーページ

（土地利用計画）

（商業施設イメージ）

（マンションイメージ）

三井不動産レジデンシャル（株）提供

○開発面積約46ha
○住宅、文化交流、商業、教育、産
業、グリーン産業等
○R8年度組合設立、工事着手予定

（仮称）五井駅東口土地区画整理
事業（市原市）

出典：市原市ホーページ

（五井駅周辺イメージ）

※各市の住宅整備を伴う主な都市開発事業を抽出（事業中、今後事業化予定）
※赤字：既存の大規模商業・物流施設

○開発面積約17.5ha(住宅用地)
○住宅（1万人・4,500戸）、商業・業
務、文教、公園、スポーツ施設等

幕張新都心 若葉住宅地区のま
ちづくり（千葉市）

出典：千葉市ホーページ

三井不動産レジデンシャル（株）提供

（街並みイメージ）

本八幡駅

南船橋駅

幕張本郷駅

海浜幕張駅

千葉駅

五井駅

○開発面積約37ha
○住宅（約6,800人）、商業、医療福
祉、小学校等
○施行期間：R5～R13年度

鷺沼特定土地区画整理事業
（習志野市）

出典：習志野市ホーページ

（土地利用計画）

○開発面積約1.4ha
○密集市街地改善（地区180人）
○H31～R7年度完了予定

猫実A地区土地区画整理
（浦安市）

浦安駅

三井不動産（株）提供

湾岸地域のポテンシャル

○湾岸地域では、幕張新都心や鉄道駅周辺等で新たな都市開発が進み、更なる人口増加が期待
○住宅だけでなく、商業・業務、医療福祉、文化交流、産業など多様な都市機能が集積
○湾岸地域の広域交通の利便性向上により、新たな都市開発を支援

出典：新湾岸道路有識者委員会（令和6年8月）資料を一部加工

出典：地理院地図

ららぽーと
TOKYO-BAY

東京ディズニー
リゾート

Landport
習志野

イオンモール
幕張新都心

ZOZOマリン
スタジアム

幕張メッセ

アマゾン
千葉みなとQC84
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7.7
（1.00）

9.5
（1.43）

9.9
（1.50）

8.7
（1.31）

0.0

5.0

10.0

15.0

H19 H24 H29 R4

（万TEU）

湾岸地域のポテンシャル

○東京都と千葉県を結ぶ湾岸地域は、都心方面と千葉県を行き交う人・モノの流れが集中する地域
〇国際拠点港湾の千葉港をはじめ、京葉臨海工業地帯や商業施設、物流施設が存在
今後も港湾機能の強化や物流施設の立地等の開発計画に伴う交通需要の増大が見込まれる

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H19 H24 H29 R4 R9 R14 R19 R24 R29

（万トン）

八幡地区

コンテナヤード

自動車
ヤード RORO

貨物ヤード

かつなん
葛南西部地区

葛南
中央地区

葛南
東部地区

千葉北部地区
※物流機能なし

千葉南部地区

京葉道路

民間専用
ふ頭

千葉中央地区

拡大図範囲

千葉中央地区拡大図

美浜区

中央区

埋立による拡張

N

花見川区

稲毛区

市川市
習志野市

船橋市

かつなん

かつなん

はな み がわ

み はま
いなげ

五井地区

葛南中央地区

港湾機能高度化に係り取り組まれている事業
（令和6年度 千葉港湾事務所の主な事業）
・千葉港千葉中央地区複合一貫輸送ターミナル整備事業
・千葉港海岸直轄海岸保全施設整備事業

出典：千葉港港湾計画(平成30年11月改訂)
航空写真：地理院地図

約31％増加

■外貿内貿コンテナ取扱量の伸び（千葉港）

出典： （平成19･24･29年、令和4年）

※括弧は、H19を1とした時の伸び率

■千葉港における貨物取扱量の目標

予測値1,082

出典：千葉県港湾統計（令和4年）、
千葉港長期構想（平成29年1月）

■千葉港長期構想
千葉港の目指す姿

●公共埠頭の物流機能の強化により、背後に立地する企
業の国際競争力強化や国内物流の安定性向上
●賑わい空間の連携を図るための海上交通のネットワーク
化及び市民生活の安全・安心を支える防災機能の強化
●地域住民が海に親しむことのできる開放的な親水空間
の創出

千葉中央地区の主な計画
●物流機能の向上：老朽岸壁の廃止、埋立による物流
施設等の立地促進、自動車・コンテナヤードの拡張、コン
テナ岸壁の増深・延伸・2バース化、自動車用岸壁の延伸
●緊急物資輸送網の強化：緊急輸送道路（臨港道
路）接続緊急物資輸送用岸壁、幹線貨物輸送用岸壁
配置変更

耐震強化岸壁

耐震強化岸壁

幹線貨物輸送用岸壁・緊急物資輸送用岸壁

+88%
(約1.88倍)
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■湾岸地域の施設立地状況

出典：新湾岸道路有識者委員会（令和6年8月）資料



湾岸地域のポテンシャル

出典：国土交通省記者発表資料 18

○（仮称）検見川真砂スマートICの整備により、千葉港・千葉市中心部から高速道路へのアクセスが向上
○産業や観光など地域振興の効果により、高規格道路ネットワークへの交通需要の更なる増大が見込まれる



北千葉道路の概要

○東京外環自動車道（千葉県区間）から千葉ニュータウンを経て、成田空港までを最短で結ぶ延長約43kmの幹線道路
○沿線地域の慢性的な交通混雑の緩和や首都圏の国際競争力の強化に資するとともに、災害時における
緊急輸送道路として機能するなど、様々な効果が期待

19

計画横断図

（印西市若萩～成田市北須賀間）

至
松
戸

至
市
川

未整備区間端部（鎌ケ谷市内）

北千葉道路
（一般部開通済）

出典：地理院地図（電子国土WEB）

開通済
2車線4車線6車線以上

車線数

凡 例（北千葉道路）

供用中

事業中

調査中

成田国際空港

北千葉道路
（未整備）

標準横断図

至
成
田

北千葉道路（市川・松戸）（国施工）
事業進捗

○R3年度事業化
延長3.5km、事業費1,900億
○R6年度 用地買収着手

※地下の外環道との接続等、
今後地下トンネルなどの工事を
予定

松戸・市川等の市街地部での
用地取得を予定

外環道との接続箇所では、
最大土被り約18ｍのトンネル
工事を予定

北千葉道路

事業中
（印西～成田）（暫定供用含）

都市計画・環境アセスメント
手続きが完了した区間

事業中
（市川・松戸）

湾岸部(京葉道路・東関道)は渋滞が多発
空港アクセスの時間信頼性が低い

凡例：1年間の渋滞発生件数

10～25回

26～50回

51～100回

101回以上

※図中の外環道・京葉道路・東関道

集計期間：Ｒ5.1.1～R5.12.31
千葉県内の交通集中渋滞（アクセス渋滞）を集計
出典：NEXCO東日本渋滞データ

４車線

現況車線数 現況車線数 現況車線数

８車線
（沿道アクセスコントロール
した一般道路４車線）

２車線～４車線

令和6年9月3日 第1回
首都圏空港道路ネットワーク検討分科会資料再掲



北千葉道路周辺の交通特性

◯千葉県北部は東西方向の幹線道路が不足

◯国道464号現道を中心に主要渋滞箇所が多数存在し、旅行速度の低下が発生

印西市
白井市

市川市

柏市

佐倉市

成田市

栄町

松戸市

鎌ヶ谷市

成田空港

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

：主要渋滞箇所

0～20km/h
20～30ｋｍ/ｈ
30～40km/h
40km/h以上

出典：ETC2.0データ（R5.10）

下
り

上
り

高
塚
十
字
路

く
ぬ
ぎ
山

鎌
ヶ
谷
消
防
署
前

白
井
大
橋

押
畑
イ
ン
タ
ー

成
田
山
裏
門
入
口

成
田
Ｉ
Ｃ

鎌
苅
北

竜
腹
寺

（仮
）草
深
交
差
点
西

松
戸
隧
道

土
屋

吉
高

初
富

北千葉道路未開通区間
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北千葉道路のポテンシャル

○全国的に人口がほぼ横ばいの傾向の一方で、印西市、白井市は千葉ニュータウンの変遷とともに人口が増加
○北千葉道路周辺では、千葉ニュータウンを中心に、工業・物流施設や大規模店舗の立地が増加傾向
○今後も、人口増加や沿線の物流施設の立地等の開発計画による交通需要の増大が見込まれる

出典：鎌ケ谷市HP 21
イオンモール千葉ニュータウン グッドマンビジネスパーク 千葉イースト

■人口伸び率 ※H2を基準（100%）とする比率

80%

100%

120%

140%

160%

180%

200%

220%

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R4
白井市 印西市 千葉県 全国

印西牧の原エリア
入居開始

印旛日本医大エリア
入居開始

イオンモール
千葉ニュータウン開業

ビッグホップ
ガーデンモール
印西開業

成田
スカイアクセス線
開通

【千葉ニュータウンの変遷】

印西市

白井市

出典 H2～R2：国勢調査、R4：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査

印西市は約2.0倍
白井市は約1.7倍

全国的な傾向はほぼ横ばい

出典：鎌ケ谷市HP

千葉県
全 国
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○北千葉道路と新湾岸道路の整備により、千葉県内主要渋滞箇所のうち７５カ所が改善と想定

渋滞改善影響箇所（想定）

北千葉道路 ３4箇所

新湾岸道路 ４１箇所

合 計 ７５箇所

千葉県内の主要渋滞箇所（一般道）
２4３箇所の約3割に相当

道路整備に伴う影響範囲図

【主要渋滞箇所】

主要地方道以上
一般県道、市道

供用済

計画・構想

【凡 例】

高規格幹線道路･地域高規格道路

事業中区間（供用）

一般有料道路

＜事業中の施策＞

（1）交流を支える道路ネットワークの推進

（2）県内の主要プロジェクトに関連する道路整備

（3）安全・安心な道路づくり

（4）都市の渋滞対策に資する道路等の整備

計画・構想

茂原･一宮道路

計画・構想路線の両側から３kmの圏内

千葉県道路整備プログラムの計画・構想路線と並行する現道

※千葉県道路整備プログラムにおける計画・構想路線の両側3km圏内及び並行する現道を影響範囲と想定

出典：千葉県移動性向上プロジェクト委員会資料（令和5年9月）を一部加工

令和6年9月3日 第1回
首都圏空港道路ネットワーク検討分科会資料再掲
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○成田空港を発着する高速バスは東関道・京葉道路の利用が集中
○新湾岸道路と北千葉道路の整備により都心方面の交通が分散され、成田空港へのアクセスが向上

23

都道府県 方面 成田発 成田着 合計

① 東京都 東京駅・豊洲方面 158 138 296

② 東京都 品川・羽田空港方面 33 32 65

③ 東京都 渋谷・新宿・池袋方面 76 73 149

④ 東京都 小岩方面 8 5 13

⑤ 東京都 調布方面 2 2 4

⑥ 東京都 町田方面 4 4 8

⑦ 千葉県 幕張方面 14 15 29

⑧ 千葉県 酒々井方面 9 10 19

⑨ 千葉県 東京TDL・浦安方面 21 18 39

⑩ 神奈川県 横浜・新横浜方面 24 21 45

⑪ 埼玉県 川口方面 1 1 2

⑫ 埼玉県 川越方面 3 3 6

⑬ 群馬県 高崎・前橋方面 4 4 8

⑭ 山梨県 甲府・河口湖方面 5 4 9

⑮ 長野県 長野・松本・軽井沢方面 3 3 6

365 333 698計

高速バス便数

出典：各高速バス会社HPより集計
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○東京外かく環状道路（千葉区間）の開通により、抜け道として利用されていた、生活道路の交通量が約４割減少
○高規格道路等、幹線道路の整備により、地域の安全性向上への寄与が期待

24出典：関東地方整備局・ネクスコ東日本記者発表資料（R5.6）


